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フロート板ガラスにセラϛックృྉをシルク
スクリーンҹし、Ճ熱ম成したセラシルΤ
はڧいཅࣹしをΒげるとともにࣗવなޫや
৭のඒしさをࣨ内にもたΒします。ૉ板に高
ಁաガラス「Φプティホϫイト」を用すると、
ホϫイトܥのプリントをࢪす場合は੨Έをお
さ͑たプリント本来の৭ௐを実にද現しま
す。ಉじްさの୯板ガラスと比て෩ѹڧ
ŊিܸڧŊ熱ׂれڧに༏れるだけでな
く、ٱ ・ੑຎੑにも༏れています。

‒ಛɹ
1 σβΠϯੑ

ඪ४色�色、ඪ४ฑ2パターンのみ合わせがՄ能

です。

��また、色やฑのΦーμーがՄ能であり、ΦϦδφル

の表ݱがՄ能です。

2 շదੑ

ઢ（防ᚶ性）、ଠཅ光、射熱をίンτロールしࢹ

շ適なۭؒをします。

� ٱ ɾੑຎੑ

�板ガラスにηラミοΫృ料を加熱মしているため、

थࢷ印刷にൺて༏れた耐ٱ性・耐ຎ性がありま

す。

� ҆શੑ

熱処理工ఔを加えることにより、)4タΠプ、強Խ

ガラスタΠプが選できます。

˞耐風圧強度্のڐ༰ՙॏは、)4�200、タϑラΠ

τとは異なります。

●)4タΠϓ

ಉじްさのフロート板ガラスの約2ഒの෩ѹڧ
をもͪ、熱ׂれにରしてもಉ様のڧをもって
います。ڧԽガラスのようにྫྷٸॲཧをしていな
いため、෩ѹڧはڧԽガラスに比てくな
りますが、ສ一のഁଛ時にはガラス全ମが一に
ׂれることがないためガラスのܰྔԽがՄ能です。

‒༻ɹ్
1��Ϗルなどの૭。

2��スパンυレル෦など、熱Ԡྗにより熱割れのՄ能

性がߴい෦Ґ。

���Ϗルߴ෦と෦あるいはҰൠ෦と۱角෦など、

色ௐのௐ・サοシஅ໘の統Ұをਤるためにガラ

スのްさを統Ұしたいॴ。

‒Χϥʔαϯϓル（ૉ板はフロート板ガラス5ϛリ）

.W ϛストホϫイト
※)4タイプは製できません。

4W サテンホϫイト W) ホϫイト BR ϒラック

※この৭ௐݟ本はҹのため実ࡍの৭とଟগҟなります。ご࠾用のࡍにはサンプルによるご֬ೝをおすすめします。

˞ηラシルΤは全て特別注จでのରԠとなります。度お問い合わせください。

ԽΨϥεタΠϓڧ●

フロート板ガラスをՃ熱ྫྷٸ、ޙॲཧをすること
でガラスද面にѹॖԠྗをͭくり、ڧを高め
ています。ಉじްさのフロート板ガラスの約3～
5ഒの੩తڧがあります。ສ一のഁଛ時にはഁ
ยはಷ֯のࡉかいཻঢ়となり、フロート板ガラス
のようにӶརなഁยがੜじることがなく҆全です。

‒༻ɹ్
1�ॅ・ళฮなどの૭。

2��ֶ されるとٻなど安全性がཁؒ・の૭・൶ߍ

こΖ。

���ガラスςーϒル、ؒ などのΠンςϦΞおよび

Ո۩。

ηラϛοΫスϓϦϯτॲཧガラス

ηラシϧΤ®

関連項目頁
˙ガラスを安全にお使いいただくために� ˰1��
˙൘ガラスのඪ४施工� ˰1����
�খड注ੇ๏࠷େɾ࠷˙ ˰1����
˙設計ɾ施工ɾ使用্にؔするご注意� ˰1����
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※ ֎用の場合、ҹ面はࣨ内ଆにしてご用ください。
ҹ面をࣨ֎ଆにした用はできません。

セラミックス印刷

‒ύλʔϯαϯϓル（ૉ板はフロート板ガラス）

MW ミストホワイト
SW サテンホワイト
WH ホワイト
BR ブラック

カラー パターン
呼び
厚さ
（ミリ）

品　種

セラシルエ プレーン 5

光　　学　　的　　性　　能 熱　　的　　性　　能
可　視　光 紫外線 熱貫流率

反射率（％）
OUT IN

透過率
（％）

反射率（％）
OUT

透過率
（％）

吸収率
（％）

W/（m2K）Kcal/m2h℃
冬 冬 夏

日射熱取得率
η

夏 冬冬

遮蔽係数
S・C透過率

（％）

日　　射

※本表の数値は光学的及び熱的性能を示す一般的数値であり、各製品の性能を保証するものではありません。

0.74
0.55
0.34
0.27

5.9
5.9
5.9
5.9

5.1
5.1
5.1
5.1

0.76
0.57
0.37
0.32

47.6
13.9
  0.1
  0.1

23.0
35.9
51.2
94.5

  9.2
19.3
29.1
  5.4

67.8
44.8
19.7
  0.1

  7.6
24.2
65.5
  7.2

10.7
25.6
37.4
  5.4

70.8
42.5
15.8
  0.0

0.85
0.62
0.39
0.30

0.86
0.65
0.42
0.37

˔ੑ能ද（ૉ板はフロート板ガラス）

タイプ 呼び厚さ（ミリ）品　種

セラシルエ 300×200

最大寸法（ｍｍ） 最小寸法（ｍｍ）許容荷重（N）

6
8
10
12
4
5
6
8
10
12
15
19

7,650
12,240
17,850
24,480
4,800
6,750
9,000
14,400
21,000
28,800
42,750
65,550

Ｈ3,600×Ｗ2,000
Ｈ4,500×Ｗ2,400

Ｈ4,500×Ｗ2,500

Ｈ2,000×Ｗ1,200
Ｈ2,400×Ｗ1,800
Ｈ3,600×Ｗ2,000
Ｈ4,500×Ｗ2,400

Ｈ5,000×Ｗ2,500

※HSタイプはブラック（BR）を除く３色です。
※告示第1458号でガラスの許容耐力（許容風圧力）を算出する際には、強化ガラスタイプは「色焼付ガラス」に該当しますので、品種別係数
　k1は2.0となります。HSタイプは、品種別係数k1を1.7としてください。

HSタイプ

強化ガラスタイプ

˔品छද（ૉ板はフロート板ガラス）

※この৭ௐݟ本はҹのため実ࡍの৭とଟগҟなります。ご࠾用のࡍにはサンプルによるご֬ೝをおすすめします。

1-"/E

プレʵン　開ޱ0ˋ

43

-*/E 0403

ライン4NN、ܺ 間3NNの࿈ଓ　開ޱ43ˋ

。大ですੇݪଆの各ύターンਤはࠨ※
※各ύターンࣸ真のセラシルΤの৭

はW) ホϫイトです。
ૉ板はフロート板ガラス5ϛリް
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˔国ཱ国ڀݚޠ所（東京）
　ઃܭ／ᴳ૯合ܭ画事所　セラシルΤ)4タイプ　ಛ৭　ಛฑ

˔東京電機大ֶ 東京ઍ住Ωϟンύス（東京）
ܭઃݐ・ઃඋ：日ߏ　
　意ঊ：G ૯合ܭ画事所
ࣛ：ࢪ　 ౡݐઃ
　※ૉ板はΦプティホϫイト
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